
■
秋
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
る

秋
晴
れ
の
快
晴
に
恵
ま
れ
、
令
和
初
め
て
の
秋
祭
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

日
吉
神
社
の
神
様
が
壮
年
団
の
御
神
輿
に
担
が
れ
て
町
内
を
巡

行
し
ま
し
た
。
今
年
初
老
を
迎
え
た
方
が
「
初
老
厄
祓
い
神
輿
担

ぎ
」
と
し
て
御
神
輿
の
前
に
陣
を
構
え
、
威
勢
よ
く
御
神
輿
を
担

ぎ
ま
し
た
。
今
年
の
随
神
役
は
、
佐
々
木
新
月
、
福
島
陸
斗
君
が

務
め
ま
し
た
。

そ
の
他
、
青
年
団
に
よ
る
加
賀
獅
子
舞
、
小
学
生
児
童
に
よ
る
子

供
獅
子
舞
、
保
育
園
児
の
神
輿
行
列
な
ど
多
彩
な
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
薙
刀
や
太
刀
を
持
ち
軽
々
と
し
た
身
の
こ
な
し
で

獅
子
に
立
ち
向
か
う
青
年
団
の
舞
方
に
町
民
は
感
嘆
し
、
冠
毛

を
付
け
袴
姿
の
元
気
な
小
学
生
の
獅
子
舞
に
は
拍
手
喝
采
を

贈
っ
て
い
ま
し
た
。
又
、
可
愛
ら
し
い
保
育
園
児
の
神
輿
行
列
で

は
爺
ち
ゃ
ん
、
婆
ち
ゃ
ん
は
満
面
の
笑
顔
で
孫
を
迎
え
記
念
写

真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
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日
吉
神
社
よ
り

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

■
公
民
館
清
掃

●
十
月
十
三
日
（
日
）
第
十
二
班
西
の
皆
様

●
十
月
二
十
七
日
（
日
）
第
十
三
班
の
皆
様

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
は
、
翌
週
に
変
更
と
な

り
ま
す
。
清
掃
日
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
防
災
無
線

で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
十
月
十
二
日
（
土
）
第
八
・
九
・
十
班

班
長
の
皆
様

●
午
前
７
時
半
よ
り
１
時
間

●
福
島
町
会
館
・
保
育
園
駐
車
場

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
交
代
要
員
を
出
し
て
下
さ
い
。

お知らせ

■のみ活倶楽部

能美市主催健康教室

第２第５火曜日

１０月８日 ２９日

午前１０時～

■おきらくカフェ

１００円で喫茶店級の

珈琲をご提供

１０月９日（水）

午後１時半～

共に福島町会館にて。

お誘いあわせの上、

ご参加下さいませ。

■公民館開放

きらくの日

お喋り・趣味・読書

子育てなど、皆様で

お集まりいただき、気

楽にくつろいで下さい。

・毎週水曜日

・午後１時～４時

子供獅子の奉納獅子

園児の神輿行列

壮年団の神輿担ぎ

■
御
大
典
記
念
奉
納

〖
ア
ル
ミ
製
幟
ポ
ー
ル
の
奉
納
〗

こ
の
度
、
福
島
町
出
身
の
北
川
浩
さ
ん
（
美
川
浜
町
在
住
）、
山
本

茂
之
さ
ん
（
横
浜
市
在
住
）
の
お
二
人
か
ら
ア
ル
ミ
製
幟
ポ
ー
ル

の
ご
奉
納
が
有
り
ま
し
た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
幟
」
は
神
を
迎
え
る
招
代
（
お
ぎ
し
ろ
）
と
し
て
、
祭
礼
の
度
に
、

氏
子
が
集
ま
り
力
を
会
わ
せ
て
旗
木
を
立
て
て
い
ま
す
。
太
く

て
重
た
い
丸
太
の
旗
木
を
立
て
る
に
は
大
勢
の
人
手
が
必
要
で

危
険
を
伴
う
作
業
で
す
。
現
在
で
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
常
に

ア
ル
ミ
製
の
旗
木
を
立
て
て
置
く
神
社
が
多
く
な
っ
て
来
て
お

り
ま
す
。

今
回
の
奉
納
に

よ
り
、
福
島
日
吉

神
社
の
三
本
の

旗
木
は
全
て
ア

ル
ミ
製
幟
ポ
ー

ル
と
な
り
ま
し

た
。

■
神
明
祭
に
つ
い
て

十
月
十
六
日
（
水
）
神
明
祭
を
執
り
行
い
ま
す
。

神
明
祭
は
今
年
収
穫
し
た
稲
米
を
天
照
大
御
神
に
奉
る

お
祭
り
で
す
。
後
日
班
長
が
お
初
穂
と
し
て
お
供
え
す
る

「
例
祭
御
供
米
」
袋
を
各
家
庭
に
配
布
致
し
ま
す
の
で
玄

米
又
は
お
賽
銭
を
入
れ
、
今
年
の
豊
作
の
お
礼
と
家
内
安

全
の
お
祈
り
に
ご
参
拝
下
さ
い
。
当
日
は
午
前
十
時
～
午

後
八
時
ま
で
神
社
を
開
け
て
置
き
ま
す
。

尚
、
当
日
は
六
年
生
の
児
童
が
神
楽
舞
を
午
前
十
時
～
午

後
七
時
ま
で
舞
い
ま
す
。
可
愛
い
神
楽
舞
を
是
非
見
に
来

て
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
境
内
掃
除
に
つ
い
て

十
月
十
三
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り
西
部
地
区
（
十
三
班
～

十
七
班
）
の
皆
様
の
境
内
掃
除
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
吉
神
社
四
方
山
話
〚
青
年
団
の
加
賀
獅
子
舞
〛

福
島
青
年
団
の
若
者
た
ち
は
、
秋
祭
り
に
な
る
と
加
賀
地

方
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
の
加
賀
獅
子
舞
を
演
じ
て
い
ま

す
。

大
き
な
獅
子
頭
と
唐
獅
子
牡
丹
が
描
か
れ
た
蚊
帳
と
呼

ば
れ
る
胴
体
を
持
つ
獅
子
に
、
袴
姿
の
剣
士
が
冠
毛

（
し
ゃ
ん
が
）
を
振
り
乱
し
太
刀
や
薙
刀
を
振
り
回
し
立
ち

向
か
っ
て
退
治
す
る
演
舞
で
す
。
時
に
は
身
軽
に
宙
返
り

な
ど
を
し
て
見
物
者
を
驚
か
し
て
い
ま
す
。

加
賀
獅
子
舞
に
は
金
沢
以
北

に
伝
わ
る
土
方
流
と
、
金
沢
以

南
に
伝
わ
る
半
兵
衛
流
の
二

大
流
派
が
有
り
ま
す
。

福
島
青
年
団
が
舞
っ
て
い
る

の
は
、
町
田
半
兵
衛
が
剣
術
の

腕
前
を
披
露
す
る
場
と
し
て

考
案
し
た
半
兵
衛
流
の
流
れ

と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
も
秋
祭
り
に
は
欠
か
せ

な
い
加
賀
獅
子
舞
を
、
故
郷
の

伝
統
芸
能
と
し
て
後
世
に
残

し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

青年団の加賀獅子舞

■
十
月
の
行
事
予
定

●
十
月
十
七
日
（
木
）
八
時
三
十
分
よ
り
、
根

上
支
部
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま

す
。

●
十
月
十
八
日
（
金
）
九
時
よ
り
、
「
お
で
か

け
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
行
い
ま
す
。
今
年
は

「
根
上
松→

浄
化
セ
ン
タ
ー→

辰
口
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
昼
食
」
で
す
。
詳
細
は
会
員
向
け

「
出
席
者
募
集
案
内
」
通
り
で
す
。
午
前
九
時

福
島
公
民
館
前
を
出
発
、
十
五
時
頃
帰
着
予

定
で
す
。
今
月
も
沢
山
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
な
お
、
百
寿
会
入
会
申
し
込
み
を
常
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

福
益
会
長
（
五
五
・
〇
六
三
四
）
迄
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
九
月
役
員
会

九
月
十
三
日
（
金
）

●
土
木
委
員
会

・
西
部
地
区
側
溝
改
良
工
事
に
つ
い
て

・
神
社
参
道
砂
修
正
完
了

●
福
祉
厚
生
委
員
会

・
九
月
二
十
四
日
（
火
）
地
域
福
祉
委
員
会
に
よ
る
見
守

り
安
心
マ
ッ
プ
作
り

十
四
班
、
十
五
班
、
十
六
班
、
十
七
班

・
十
月
二
十
七
日
（
日
）
物
故
者
法
要
＊
詳
細
左
記

●
広
報
委
員
会

福
島
町
だ
よ
り
作
成
及
び
配
布
日
程

●
自
主
防
災
会

九
月
二
十
九
日
（
日
）
防
災
訓
練

●
神
社
係

九
月
十
五
日
（
日
）
秋
祭
り
盛
大
に
終
了
＊
詳
細
下
記

●
そ
の
他

九
月
二
十
八
日
（
土
）
合
掌
地
蔵
法
要

＊
二
十
三
日
（
月
）
が
延
期
と
な
り
ま
し
た

■
頭
取
の
豆
知
識
■

銀
行
の
ト
ッ
プ
の
呼
び
方
に
は
社
長
で
は
な
く
「
頭

取
（
と
う
ど
り
）」
と
い
う
呼
び
方
も
あ
り
ま
す
。
が
、
な

ぜ
「
頭
取
」
と
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
そ
の
呼
び

方
に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。

頭
取
の
語
源
は
、
雅
楽
で
主
に

管
楽
器
の
首
席
演
奏
者
を
指
す

「
音
頭
取
り
」
に
あ
り
ま
す
。

や
が
て
、
能
や
歌
舞
伎
で
三
人
の

う
ち
中
央
に
座
る
首
席
演
奏
者
も

頭
取
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
「
音
頭
を
取
る
人
」「
集
団
を
ま
と
め
る
頭
（
か

し
ら
）」
と
い
う
意
味
に
な
り
、
歌
舞
伎
な
ど
の
劇
場
で

楽
屋
を
取
り
仕
切
る
人
や
、
相
撲
興
業
で
力
士
を
取
り

ま
と
め
る
人
が
頭
取
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
「
筆
頭
取
締
役
」
を
略
し
て
頭
取
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
（
頭
取
）
が
、
銀
行
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）
に
銀
行
の
前
身
で
あ
る
「
為

替
会
社
」
が
設
立
さ
れ
た
際
に
、
出
資
者
を
と
り
ま
と
め
る
代

表
を
頭
取
と
呼
ん
だ
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
１
８
７
２
年
（
明
治
５
年
）
に
国
立
銀
行
条
例
が
制
定

さ
れ
、
そ
の
中
で
代
表
者
の
呼
び
方
を
頭
取
と
定
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
銀
行
の
ト
ッ
プ
を
頭
取
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
が
、
私
立
銀
行
は
こ
れ
に
従
う
必
要
は
な
か
っ
た
の

で
、
１
８
７
６
年
（
明
治
９
年
）
最
初
に
で
き
た
私
立
の
三
井

銀
行
（
現
・
三
井
住
友
銀
行
）
の
ト
ッ
プ
は
社
長
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
「
銀
行
の
銀
行
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
銀
行
の
ト
ッ
プ

は
「
総
裁
」
で
す
。

四
班

辺
見
憲
昭

戦
没
者
・
物
故
者
法
要
の
お
知
ら
せ

十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に

「
共
同
募
金
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

石
川
県
共
同
募
金
能
美
市
支
部
よ
り

募
金
運
動
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

一
世
帯
二
百
円

集
ま
っ
た
お
金
は
地
域
福
祉
活
動
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

ど
う
か
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
つ
か
い
み
ち

(

1)

高
齢
者
を
支
援
す
る
活
動
に

(

2)

子
育
て
を
応
援
す
る
活
動
に

(

3)

障
害
者
を
応
援
す
る
活
動
に

(

4)

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
作
り
の
活
動
に

(

5)

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に

(

6)

住
民
全
般
を
支
援
す
る
活
動
に

(

7)

そ
の
他

広
報
委
員
リ
レ
ー
見
聞
録

■
十
月
二
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時
～

■
福
島
町
会
館

■
物
故
者
対
象

平
成
三
十
年
九
月
一
日
～

令
和
元
年
年
八
月
三
十
一
日

戦
没
者
ご
遺
族
の
皆
様
も
合
わ
せ
、
ご
参
集
の
上
、
お
参

り
下
さ
い
ま
せ
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
お
知
ら
せ

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
続
き
、
あ
ま
り
蚊
に
刺
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
夏
の
終
わ
り
よ
り
気

温
が
下
が
っ
て
き
た
ら
蚊
が
少
し
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
チ
ャ
ド
ク
ガ
（
茶
毒
蛾
）
も
発
生

し
て
お
り
、
こ
の
毛
虫
は
目
に
見
え
な
い
小
さ
な
毒
毛
を

持
っ
て
い
ま
す
。
毛
虫
に
直
接
触
れ
た
り
、
飛
ん
で
き
た

毒
毛
が
皮
膚
に
刺
さ
る
こ
と
で
、
皮
膚
炎
な
ど
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
巣
を
発
見
し
た
ら
自
分
で
取
る
こ
と
は
せ

ず
、
市
内
駆
除
業
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
（
有
料
で
す
）。

詳
し
く
は
能
美
市
環
境
生
活
課
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て

く
だ
さ
い
。
（
〇
七
六
一
・
五
八
・
二
二
一
七
）

能美市芸能大会

■
十
一
月
九
日
（
土
）

■
根
上
総
合
文
化
会
館

我
が
福
島
町
か
ら
は
犬
丸
さ
ん
の
社
中
の
皆
様
が

琴
の
演
奏
を
披
露
さ
れ
ま
す
。

十
五
時
二
十
五
分
頃
の
登
場
の
予
定
で
す
（
若
干

前
後
あ
り
）。
ご
活
躍
を
皆
で
応
援
致
し
ま
し
ょ
う
。

害
虫
の
発
生
に
つ
い
て


